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文化振興課 世界遺産課長 

要旨：柳之御所遺跡をはじめ、平泉町内の遺跡から文字資料が出土している。文字は折

敷等の木製品や土器に墨書や刻書されたものが多い。同時代の記録や文書類が限られるな

かで、出土文字資料は今後も増加が期待され、平泉を考えるうえで重要である。 

出土文字資料についてはこれまでもさまざまな研究があるが、今回のセミナーでは、特

に（1）「人々給絹日記」と（2）出土文字資料の性格に焦点を当て、平泉の「場」につい

て解釈をしてみたい。 

 

【新型コロナウイルス感染症拡大防止対策】 
・対面形式での参加者は必ずマスクをご着用ください。 

・会場入り口において検温及び手指の消毒を行います。体温が 37.5度以上の場合は入場を

お断りいたします。 
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